
第 12 期 決 算 公 告
平成 22年６月１日

仙台市青葉区大町一丁目２番１号
東北岡谷鋼機株式会社

取締役社長 北村 一正
貸借対照表の要旨

(平成22年２月28日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 1,417,863
固 定 資 産 27

合 計 1,417,890

純
資
産
の
部

負
債
及
び

流 動 負 債 1,627,656
株 主 資 本 � 209,765
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 � 259,765
その他利益剰余金 � 259,765
(うち当期純損失) (53,597)
合 計 1,417,890

第 11 期 決 算 公 告
平成 22年６月１日

山形県酒田市砂越字中台123番地１
株式会社花笠食品

取締役社長 板口隆司郎
貸借対照表の要旨

(平成22年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 85,389
固 定 資 産 390,853
合 計 476,243

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 134,200
固 定 負 債 127,019
株 主 資 本 215,022
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 195,022
その他利益剰余金 195,022
(うち当期純利益) (4,209)
合 計 476,243

解
散
の
お
知
ら
せ

任
意
団
体
た
る
日
本
伸
銅
協
会
は
、
一
般
社
団
法

人
日
本
伸
銅
協
会
の
設
立
に
よ
り
、
そ
の
業
務
の
全

て
を
、
一
般
社
団
法
人
日
本
伸
銅
協
会
に
引
継
ぎ
、

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
に
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

東
京
都
台
東
区
上
野
一
丁
目
十
番
十
号

う
さ
ぎ
や
ビ
ル
五
階

日
本
伸
銅
協
会

専
務
理
事

日
ˆ

俊
信

平成™™年�月˜日 火曜日 (号外第˜˜›号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日
熊
本
県
知

事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
二
年
五
月

三
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

熊
本
県
荒
尾
市
宮
内
出
目
三
九
〇
番
地

東
屋
形
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

上
野

螢
雪

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
四
日
開
催
の
社

員
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
二
年

五
月
三
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

沖
縄
県
浦
添
市
城
間
四
丁
目
二
四
番
一
四
e

二
〇

五
号
コ
ー
ポ
東
真

特
定
非
営
利
活
動
法
人
環
境
ク
リ
エ
イ
ト

清
算
人

芦
野

勝
邦

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
存
続
期
間
の
満
了
に
よ
り
、
平
成
二
十
二

年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十

二
年
五
月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
e

一

社
団
法
人
宮
城
県
公
衆
衛
生
団
体
連
合
会

代
表
清
算
人

大
内

英
男

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日
開
催
の
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
二
年
五
月
二

十
八
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

大
阪
市
北
区
鶴
野
町
四
番
一
一
e

一
三
〇
一
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
え
る
く
ら
ぶ

清
算
人

由
井

覚

第
三
十
七
期
決
算
公
告

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

単
位
・
千
円

資
産
の
部

流
動
資
産

一
七
、
八
六
二
、
〇
二
一

固
定
資
産

二
五
六
、
〇
四
五

合
計

一
八
、
一
一
八
、
〇
六
七

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

一
七
、
八
七
一
、
八
五
三

株
主
資
本

二
四
六
、
二
一
四

資
本
金

五
〇
、
〇
〇
〇

利
益
剰
余
金

一
九
六
、
二
一
四

利
益
準
備
金

一
、
〇
〇
〇

そ
の
他
利
益
剰
余
金

一
九
五
、
二
一
四

（
う
ち
当
期
純
利
益
）

（
八
八
、
四
七
五
）

合
計

一
八
、
一
一
八
、
〇
六
七

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

名
古
屋
市
中
区
栄
三
丁
目
一
六
番
一
号

株
式
会
社
マ
ツ
ザ
カ
ヤ
友
の
会

代
表
取
締
役
社
長

池
田

晃

配
当
公
告

富
山
県
高
岡
市
野
村
九
八
七
番
地

破
産
者

株
式
会
社
中
野
屋
呉
服
店

右
の
者
に
対
す
る
富
山
地
方
裁
判
所
高
岡
支
部
平
成
十

九
年
（
フ
）
第
二
五
一
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う

の
で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

優
先
債
権

金
三
二
、
一
一
八
、
四
五
二
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

優
先
債
権

金
二
四
、
九
三
四
、
〇
七
六
円

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

富
山
県
高
岡
市
広
小
路
一
番
一
八
号

破
産
管
財
人

山
本

毅

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
北
海
道
旭
川
市
九
条
通
一
〇
丁
目
左
一
号
、
最

後
の
住
所
北
海
道
旭
川
市
永
山
八
条
三
丁
目
一
番
五

号

被
相
続
人

亡

白
鳥

吉
明

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

北
海
道
旭
川
市
東
光
八
条
六
丁
目
二
番
一
八
号

相
続
財
産
管
理
人

加
藤

卓

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
長
野
県
長
野
市
篠
ノ
井
御
幣
川
一
一
五
七
番

地
、
最
後
の
住
所
長
野
県
長
野
市
桜
新
町
四
四
八
番

地
四

被
相
続
人

亡

小
林

重
一

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

長
野
県
長
野
市
三
本
柳
西
二
丁
目
四
七
番
地
一

相
続
財
産
管
理
人

酒
井

勇
樹

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
媛
県
松
山
市
柳
井
町
一
丁
目
一
四
番
地
一
、

最
後
の
住
所
静
岡
県
沼
津
市
原
五
二
七
番
地
の
二
六

被
相
続
人

亡

谷
田

一
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

静
岡
県
沼
津
市
吉
田
町
二
五
e

二
浜
ビ
ル
二
階

沼
津
総
合
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

渡
邊
洋
二
郎

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
姥
ヶ
山
八
八
八
番
地
、

最
後
の
住
所
新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
橋
通
二
丁

目
二
番
一
〇
号

被
相
続
人

亡

荒
木

治
平

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
西
堀
通
七
番
町
一
五
五
五

番
地
日
生
第
五
ビ
ル
五
階
北
辰
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

大
田

陸
介

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
静
岡
県
熱
海
市
網
代
一
八
六
番
地
、
最
後
の
住

所
静
岡
県
熱
海
市
網
代
一
八
六
番
地
の
二

被
相
続
人

亡

掘
井

正
弘

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

静
岡
県
熱
海
市
春
日
町
二
番
九
号
熱
海
駅
前
第
二

ビ
ル
二
〇
二
号

相
続
財
産
管
理
人

橋
本

正
夫

˜—˜
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